
団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

天瀬振興協
議会

１）老朽化した「天瀬憩の家」及び体育館を含む「旧天瀬公民館」

施設の早急な取り壊しと「天瀬憩の家」利用者に対する代替支援措

置の確保

福祉保健部

長寿福祉課

教育庁

社会教育課

対応中

「天瀬憩の家」及び体育館を含む

「旧天瀬公民館」については、令和7

年度に解体工事を実施しています。

また、天瀬憩の家を日常的に利用さ

れていた方が、引き続き今の施設と

同程度の料金で他の温泉施設を利用

することができる温泉施設利用事業

を令和６年８月より実施していま

す。

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

天瀬振興協
議会

２）「旧天瀬公民館」解体後の跡地に次の機能を備えた施設の建設

①災害時の避難所機能を兼ね備えた素人芝居等に対応できる500人

程度が収容可能な大集会室

②露天風呂と内湯を備えた入浴施設

③休憩や特産物販売にも対応した多目的スペース

④災害の記憶を風化させないための災害伝承ブース

地域振興部天瀬振

興局

教育庁

社会教育課

対応中

　天ヶ瀬温泉街の復旧・復興につい

ては、地域住民が描いた将来像の実

現に向けて、街のデザインや整備方

針などをまとめた「天ヶ瀬温泉街復

興まちづくり計画」を策定し、令和5

年度からの10年間を計画期間として

取り組むこととしており、現在、

天ヶ瀬温泉街のエリア価値向上に向

けた取組を進めている状況です。

　令和7年度は、まちづくりに関する

勉強会を開催し、他市のまちづくり

から学ぶ機会の創出やまちづくりに

対する機運の醸成、担い手の育成に

努めています。

　旧天瀬公民館は、令和7年度に解体

工事を実施しており、跡地について

は、天ヶ瀬温泉街の復興を進めてい

く中で、地域にとって有益な土地活

用になるよう、地域住民や関係団体

等のご意見をいただきながら協議・

検討を進めていきます。

　尚、令和8年度より玖珠川河川改修

事業に伴う工事が本格的に開始され

ることとなっており、跡地が改修範

囲に含まれておりますので、同事業

の進捗状況も考慮しながら進めて参

ります。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三芳地区振
興協議会

（継続要望）

1. 筑後川水系玖珠川左岸不法盛土撤去工事の早期着手

　毎年、継続して要望しておりますが、令和3年度の要望時に「国

が行政指導や河川巡視による監視を行っており、今後も、引き続き

行為者に対し行政指導等による是正を図っていく」との回答があり

ましたが、現状は、まだ、不法盛土の状態であり、今後も、引き続

き、適切な行政指導をお願いします。

土木建築部

都市整備課
要望済

　令和7年4月の国との意見交換にお

いて、河川事務所長に対し、盛土に

対する地域住民の不安の早期解消に

対するさらなる取組について要望を

行ったところです。

　今後も、早期解決に向け、国に対

し要望していきます。

三芳地区振
興協議会

（継続要望）

2. 市道三芳駅上井手線の改良工事と歩道確保の要望

　JR豊後三芳駅から、JR上井手踏切までの、JR久大線沿いの市道

三芳駅上井手線は、日高町、古金町及び求町の児童、生徒の通学路

となっておりますが、朝の登校時には、国道386号線・市道古金線

起点に設置している「日高町」の信号待ち時間が長いため、迂回路

として、通学路の市道三芳駅上井手線を通り抜ける車両が多く、危

惧しています。

　児童、生徒の安全な通学路の確保と併せて、狭隘箇所の市道の改

良工事を要望します。

　なお、用地については、地権者の同意を得ており、先行取得をお

願いします。

土木建築部

土木課
対応中

　市道三芳駅上井手線については、

令和７年度より道路用地の取得等、

事業に着手しており、早期完了に向

け事業を進めてまいります。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三芳地区振
興協議会

3. 日田市葬斎場への道路の新設、案内表示板等の設置

　日田市の市街地に住む住民は、日田市葬斎場に行くルートを知っ

ていますが、市の郊外に住む住民や、葬儀に参列する県外の親族等

は、日田市葬斎場までのルートが分からず、困惑しています。

　そのため、県道戸畑日田線から、日田市葬斎場までの直線道路の

新設や案内表示板等の設置を要望します。
市民環境部

環境課
対応完了

　日田市葬斎場への経路案内図を新

たに作成し、市内葬儀社８社へ配布

を行い、案内の依頼をしておりま

す。

案内看板３か所につきましては、葬

斎場除草業務の中で看板周りの草刈

りも発注しまして、看板が確認でき

るように定期的に作業をしていると

ころです。

三芳地区振
興協議会

4. 神来町下林地区の三芳小学校登校班の通学路（市道小渕神来線）

に自動車の安全運転等を促す看板の設置

  神来町下林地区の三芳小学校登校班は、４年女児が班長、他３年

男児、1年男女2名編成で、三芳小学校まで、45分程度を要し、3ｋ

ｍ以上を、徒歩で通学しています。

　しかし、通学路の市道小渕神来線の山間部は、自動車の通行量は

少ないものの、通学路であるとの認識はなく、かなりのスピードで

運転している車両が多く見られます。

　そのため、通学児童の安全確保のために、「児童の通学路である

こと、減速等、安全運転を促す」看板の早期の設置を希望します。

土木建築部

土木課
一部対応完了

　要望箇所の一部である交差点部に

ついては、路面標示による注意喚起

を設置しました。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三芳地区振
興協議会

（継続要望）

5. 国道210号に洪水防止壁の設置

　令和2年7月6日の早朝から発生した九州豪雨により、筑後川水系

玖珠川が、小ケ瀬町沈橋付近で氾濫し、玖珠川沿いの国道210号か

ら浸水し、町内の家屋が床下浸水の被害を受けました。

　浸水した個所は、玖珠川対岸の天瀬町苗代部へ河川を横断する市

道があり、国道210号から沈み橋に下りる構造となっているため、

令和2年以前にも浸水あり、その都度に被害を受けているのが現状

です。

　このような状況が繰り返し発生すれば、安心して生活が出来ない

ことから、玖珠川からの水の浸入を防ぐための擁壁の設置を、地域

住民が安心・安全な生活が出来るよう、早急な対応をお願い申し上

げます

　なお、昨年の要望時において、早期解決に向け、取り組んでいく

との回答をいただいており、その後の進捗についてお尋ねします。

土木建築部

都市整備課
要望済

　管理者である県（日田土木事務

所）に確認したところ「ご要望の箇

所につきましては、玖珠川をはじめ

とした事業中の箇所の進捗状況等を

踏まえつつ、他河川の優先度、緊急

度等も総合的に勘案しながら事業の

実施を検討していきます。」と伺っ

ています。今後も引き続き、関係機

関に対し働きかけていきます。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三芳地区振
興協議会

（継続要望）

6. 桃山町市営公園横の町内市道の一部拡張

　桃山町内の主要道路の一部において、幅員減少により、歩行者及

び車両の離合等に影響が出ているため、安全対策のため、道路の拡

張を強く要望します。

　なお、昨年の要望時において、事業実施の可能性を検討するとの

回答をいただいており、早期の対応を要望します。

土木建築部

土木課
調査・協議中

　当路線には、防火水槽が隣接して

おり、その移設費用が高額となるこ

とが予想されるため、防火水槽が支

障とならない範囲で道路拡幅を検討

したいと考えています。

　しかし、近年、道路拡幅に関する

要望が多く寄せられており、現場状

況等を踏まえ、他の地区との調整を

行いながら、順次対応を進めている

ところであり、早急な対応は難しい

状況です。

　三芳地区においては、市道小淵神

来線と市道北向古金線との交差点付

近の改良事業に着手しているため、

まずは、この路線の早期完了を優先

しながら、事業実施について検討を

進めていきます。

　なお、工事で支障となる桜の木

は、移設が困難であることが予想さ

れます。その際は、伐採せざるを得

ないため、ご理解の程、よろしくお

願いします。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

西有田振興
協議会

（1） 西有田公民館の早期建設について要望

　当公民館は、農業経営及び農家生活の改善、農業者等農村在住者

の健康増進、地域の連帯感の醸成を図る目的で、昭和57年に農村環

境改善センタ ーとして建設されたものです。

　現在は、公民館機能としての活用が主目的となっており、地域の

中核的な施設として、生涯にわたる学びを支援する役割に加え、地

域振興やまちづくりの拠点はもとより、地域の防災拠点としての役

割が強く期待されている施設となっております。

　こういった中、近年、 大雨による災害が毎年のように起きてお

り、豪雨時の人的な災害を小さくするには、地域住民が日頃から利

用している公民館への非難が重要と思っています。

　しかし、 ご承知のとおり当公民館は、河川に囲まれた地形の中に

あり、避難所として適さない地域にあります。 また、当公民館は建

設から40年が経過しており、老朽化のため雨漏りが頻繁に発生し、

地域住民にとっては安心 して避難できない状況にあります。

　つきましては、当公民館の実情をご賢察いただき、下記の項目に

つきまし て、 特設のご配慮を賜りますよう要望いたします。

　西有田公民館が災害時の避難所として、 最大限機能を発揮できる

よう、 安全な場所への早期建設に取り組みを、お願いいたします。

教育庁

社会教育課
調査・協議中

日田市公共施設等総合管理計画にお

いて、大規模改修等の検討を行って

いき、それまでの間は、補修等を実

施しながら管理していきたいと考え

ています。

　また、大雨等によって避難が必要

となった場合は、有田小学校を指定

避難所として開設していますので、

そちらに避難するようお願いしま

す。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

西有田振興
協議会

（2）上手町は道路が狭く、緊急車両が侵入できにくい状態です。

また、通勤通学時は歩行者自転車自動車が混在しとても危険です。

道路の新設、拡張をお願い致します。

①三郎丸西有田線の城町橋から終点までを早期に着工

土木建築部

都市整備課
調査・協議中

①都市計画道路三郎丸西有田線

　都市計画道路三郎丸西有田線につ

いては、城町橋交差点から吹上町交

差点の約1.2キロ区間において、現

在、国の花月川河川改修事業と一体

的に整備を進めており、まずは、こ

の区間の早期完成を目指していきま

す。

　ご要望の区間の整備については、

社会情勢や財政状況及び沿線周辺の

土地利用状況などを考慮しながら、

他の都市計画道路やその他の市道な

どの優先順位等を含めて総合的に判

断していきたいと考えています。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

西有田振興
協議会

②市道上手線、 市道上手水目線の道路幅の拡張

③側溝をふさぐなどによる拡張

※参考資料1

土木建築部

土木課
対応中

　市道上手線の改良につきまして

は、各地区より多くの要望が寄せら

れており、事業の実施は交通の状況

や緊急性等を考慮しながら順次進め

ているところです。

　今後、事業化について検討を進め

ていきます。

　また、市道上手水目線につきまし

ては、現在改良工事を実施していま

すので、事業完了までご協力をお願

いします。

西有田振興
協議会

（3）上手町公民館前の戦没記念碑が道路側に傾きかけている。地

震が起きた場合、道路に倒れると大変危険な為、 早急に安全対策を

していただきたい。

（昭和5年1 2月健立 管理者不明 所有者不明確）

※参考資料1、参考資料2

福祉保健部

福祉総務課
対応完了

　個人等の民間が私有地に建立した

記念碑等については、原則的には、

建立者及び土地の所有者及び相続人

等が維持管理を行うことが基本と考

えます。また、建立された経緯等の

事情もあると思われるため、直ちに

市が改修等を行うことは難しいと考

えます。

　しかしながら、記念碑が傾斜して

いる面は市道であり、近くには学校

もありますので、道路パトロール等

の際に記念碑の状態も注視してまい

ります。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

西有田振興
協議会

（4）上手町夕田（大字西有田 367 番地）の裏山の崩壊箇所の対策

を早急に講じていただきたい。

（該当箇所は土砂災害誓戒区域（急傾斜地）に指定されている）

※参考資料1、参考資料3 土木建築部

土木課
要望済

県に確認したところ、地元からの要

望書の提出を受け、事業化に向けて

進めていくと伺っております。

西有田振興
協議会

（5）蕪谷川の井堰（蕪地区防火水槽横）にここ数年の豪雨により

大董の土砂が堆積し道路や田んぼがすぐ浸水する状況であり、早急

に土砂の撤去をお願い致します。

※参考資料4、参考資料6
土木建築部

都市整備課
対応不可

　管理者である県（日田土木事務

所）に確認したところ「ご要望の箇

所については、日常の点検では著し

い土砂の堆積は確認できませんでし

た。今後も経過観察していきま

す。」と伺っております。

西有田振興
協議会

（6）石松川（いっさく橋～有田川合流地点間）において、葦が繋

茂し水の流れが悪く大雨により民家や農地に被害を及ぼす恐れがあ

るため、早急の対策をお願い致します。

※参考資料5、参考資料6

土木建築部

都市整備課
対応不可

　管理者である県（日田土木事務

所）に確認したところ「ご要望の箇

所については、日常の点検では著し

い土砂の堆積は確認できませんでし

た。今後も経過観察していきま

す。」と伺っております。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

土木建築部

都市整備課
対応不可

　管理者である県（日田土木事務

所）に確認したところ「昨年度、回

答したとおり、道路管理者である県

で防犯灯を設置することはできませ

ん。」と伺っております。

地域振興部

地域振興課
対応完了

　「自治会活動推進事業」の申込み

について、全自治会宛てに事業内容

や申請手続きについて照会を行い、

自治会連合会理事会でも同様の説明

を行っています。

　申込みがあれば助成に向けて取り

組みます。

（8）有田川河川道路に相当の年数が経過した老木があり、枯枝が

垂れ下がるなどして歩行者及び車に落下を日頃より危惧しておりま

す。対策をお願い致します。

※参考資料8、参考資料11 土木建築部

都市整備課
対応不可

　管理者である県（日田土木事務

所）に確認したところ「河川管理上

支障が生じる場合には、対策を検討

していきます。」と伺っています。

（9）西有田郵便局から有田川方向への道路の突き当りは非常に危

険です。この場所に何らかの落下防止策を講じて頂きたい。

※参考資料9、参考資料11
土木建築部

土木課
調査・協議中

　ご要望の箇所の安全対策について

は、市からの原材料支給制度の活用

をお願いします。

　なお、落下防止等の設置について

は、大分県管理の河川敷内となりま

すので、県との協議は市で進めたい

と考えています。

西有田振興
協議会

（7）県道48号線沿いの伊藤石材店から上方100メ ー トルの歩道

は夜間も歩行者等の往来があるが、 暗がりのため日頃より危険を感

じている状況です。現在、道路改修工事が進められ、今後学校通学

路にもなり通行人が多くなると予想されます。防犯灯の設置をお願

いしたく存じます。

※参考資料7、参考資料11

西有田振興
協議会
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

西有田振興
協議会

（10）市道石松須ノ原下畑線 （847号）の道路のカーブは通行に

危険を生じる箇所であり関係団体及び通行利用者よりカーブミラー

の設置の要望がありました。交通事故を未然に防止するため、対策

をお願い致します。

※参考資料10、参考資料11

土木建築部

土木課
調査・協議中

　要望箇所については調査の上、

カーブミラーの設置を検討します。

現在、交通安全施設の要望は、各地

区から多く寄せられており、早急な

対応は困難であり、ご理解をお願い

します。

西有田振興
協議会

（11）上柳川の河川改修の要望

近年の雨最の増加を受け、夏季には毎回上柳川の氾濫により隣接す

る農地に流水が流れ込み、 農作が困難な状況です。

また、石積みが崩壊すれば、河川の横には空積による石垣の市道、

その上部にある住宅があるため、生活環境にも多大な影響が考えら

れます。

以上の理由から早急な河川の改修をお願い致します。

※参考資料12、参考資料13、参考資料14

土木建築部

土木課
対応中

ご要望の箇所については、これまで

一部区間で崩壊した護岸の災害復旧

などを行っており、今後も維持管理

を行いながら、支障となる箇所につ

いて、災害復旧や土砂撤去などの必

要な対策を講じていきたいと考えて

います。

小野地区振
興協議会

一、市道露木線の一部ガードレール設置

令和五年七月豪雨の時も、露木川の増水により、市道露木線の上か

ら下る車両が危険であったため、市道露木線左側（露木川側）の

ガードレール設置をお願いします。 土木建築部

土木課
調査・協議中

　要望の地区は、現在、令和5年7月

豪雨によって被災した数箇所の復旧

に取りかかっています。

　今後においても、復旧工事の車両

等が多く通行する見込みであるた

め、復旧工事の進捗を考慮しながら

設置時期を検討します。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

小野地区振
興協議会

二、市道釜ケ瀬線の整備及び市道足刈線の一部ガードレール設置

市道釜ケ瀬線上部の亀甲舗装部分で、高齢者の転倒が発生したため

再舗装整備、及び市道釜ケ瀬線と市道足刈線の一部にガードレール

設置をお願いします。 土木建築部

土木課
調査・協議中

　近年、舗装復旧に関する要望及び

交通安全施設設置に関する要望が多

く寄せられており、現場状況等を踏

まえ、他の地区との調整を行いなが

ら、順次対応を進めているところで

す。

　ガードレール設置については、道

路幅員も考慮する必要があることか

ら再度現地立会を行い協議します。

小野地区振
興協議会

三、古賀原水路側道の土砂撤去

古賀原水路の増水により、古賀原水路側道に沿って、県道に流失し

た土砂が、側道に堆積しているので、撤去をお願いします。

土木建築部

土木課
対応不可

　ご要望の水路横に堆積している土

砂の撤去については、民地内に堆積

している土砂のため、市で土砂撤去

はできませんので、地元関係者で対

応をお願いします。

　なお、水路内に土砂等が堆積し越

水の恐れがある場合は、市で土砂撤

去を行いたいと考えていますので、

その際は現地立会をお願いします。

小野地区振
興協議会

四、消防団員等に対する市からの事業所等への協力依頼

他地区に漏れず、小野地区消防団も定員を大きく割り込んでおり、

本人に参加の意思はあっても、勤務先等の了解を得られずに断念し

ている場合が多々あります。

是非、市より市内の各事業所等に、消防団員などの地区での役にな

ることに協力いただけるような働きかけをお願いします。

総務企画部

防災・

危機管理課

対応完了

　令和７年３月に消防団員への入団

並びに消防団活動に対しての配慮・

協力について日田市商工会議所、日

田地区商工会などの関連団体を通じ

て依頼を行いました。

今後も継続的に事業所から理解・協

力を得られるように市から協力依頼

を行います。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

小野地区振
興協議会

【継続要望】

12.排水処理対策【三和小学校前】

降水時には三和原からかなりの流量があり、水路にのみこまれず、

道路が川のような状況がある。

抜本的な排水処理を計画すること。

土木建築部

土木課
調査・協議中

三花地区の雨水対策として、国道

212号の整備に併せ上下水道局にお

いて財津雨水幹線改修工事を進めて

いるところであり、令和8年度の完成

を目指して取り組んでいます。

　幹線水路の完成後は、上流区域か

らの流入が減ることが想定されます

ので、その状況を考慮し、検討して

いきます。

小野地区振
興協議会

13.財津町北部　口の坪地区　雨水対策【熊谷恵宅の北側　財津町

2900番地】〈早急に〉

毎年のように北側斜面から大量の雨水によって道路が水びたしにな

り、道路の水が家に入ってくる。

以前にも本人から要望したが、何の対策もない。

側溝の整備をして、家に雨水が侵入しないようにすること。

土木建築部

土木課
対応完了

ご要望の箇所につきましては、市の

直接施工により、家に雨水が進入し

ないよう止水壁の設置等の工事を令

和7年度実施いたしました。

三花地区振
興協議会

24.小河内地区内市道【地番2596朝川忠義氏宅前カーブ】〈早急

に〉
土木建築部

土木課
対応完了

令和6年度に移設を完了しました。

三花地区振
興協議会

25.三和団地集会所前公園広場法面上の保護【大字三和921-1】

〈早急に〉

水面上の法面が、土砂のため雨等が降ると、水路内に土砂が流れこ

む。

法面をコンクリート等で覆い、土砂が流れ込まないようにしてもら

いたい。

土木建築部

建築住宅課
対応中

　令和９年から令和10年にかけて予

定している三和団地Ｄ棟の改修工事

にあわせて、集会所の改修を予定し

ているため、これにあわせて対応し

ます。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

26.県営１A-1水路石垣の草防除【大字三和921-8（県営１A-

1）】〈なるべく早く〉

土木建築部

建築住宅課
対応完了

県営住宅の管理を行っている大分県

住宅供給公社日田駐在所に要望内容

を伝えています。

日田市が管理するフェンスについて

は、令和6年11月に修繕完了してい

ます。

三花地区振
興協議会

【継続要望】

28.市道佐寺住吉線道路拡幅【住吉地区から坂井町へ行く途中の市

道　字鍬ノ元付近】〈早急に〉

通学路であり、カーブになっていて車1台しか通行できない道幅

で、大変危険である。

道路を拡幅すること。地主にも了解済み。
土木建築部

土木課
調査・協議中

　ご要望の箇所については、道路幅

員が狭く、離合が困難となっている

ことから、拡幅を検討しますが、拡

幅改良の要望は各地区から多く寄せ

られていることから、優先度を考慮

し順番に整備を実施していきます。

　事業の実施時期が決まりました

ら、ご連絡します。

　なお、工事の実施には、用地のご

協力や水路関係者との協議が必要と

なりますので、地元調整をお願いし

ます。

15/34



団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

【継続要望】

29.市道日ノ出藤山線安全対策【養面寺地区の市道の急カーブ場所2

か所】〈早急に〉

養面寺地区の市道の急カーブ2か所の通学路帯が狭く、車が侵入し

てきた際は大変危険である。

①カーブ箇所の側溝にグレーチングを設置して通学路帯を拡張する

こと。グレーチングが出来ないなら蓋つき側溝に改善すること。

②急カーブの2か所に「減速」の表示等を設置して減速を促すこ

と。

③あるいは，急カーブについて見えるように視距改良をお願いした

い。

土木建築部

土木課
調査・協議中

　ご要望の箇所については、側溝整

備及び減速を促す路面標示を実施し

ますが、要望は各地区から多く寄せ

られていることから、優先度を考慮

し順番に整備を実施していきます。

三花地区振
興協議会

【継続要望】

30.市道日ノ出藤山線歩道拡張並びに交差点の改良【県道大鶴熊取

線と市道日ノ出藤山線の交差点】〈早急に〉

市道藤山線、小学校手前交差点の歩道の拡張を延長すること。交差

点の改良（今年4月以降4件の交通事故が発生）

①現在農地の部分を歩道として延長すること。

②交差点から小学校までの歩道を拡張すること。

③交差点の改良

土木建築部

土木課
対応中

　ご要望箇所の歩道拡幅について

は、用地提供等のご協力が得られた

とのことですので、工事に向けた測

量作業を実施いたします。

三花地区振
興協議会

31.県営１A-1フェンスの建て替え【大字三和921-8（県営１A-

1）907-2】〈早急に〉

フェンスが長年の風雨により朽ち果てていて、触ると倒れる位に

なっており、大変危険である。

フェンスを立て替えてもらいたい。

土木建築部

建築住宅課

総務企画部

財政課

対応完了

日田市が管理するフェンスについて

は、令和6年11月に修繕完了してい

ます。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

農林振興部

農業振興課
対応中

　令和6年4月にバイオマス資源化セ

ンターの廃止方針が示され、各養豚

事業者の個別処理に向けて関係機関

と協議しながら、施設整備計画を作

成する中で㈲まつもとより本年1月に

貴協議会へ山田原の肥育豚舎を中尾

農場へ移転統合する計画が説明さ

れ、令和7年第3回市議会定例会にお

いて、施設整備を支援する補正予算

が可決されました。

　その後、12月に国から補助事業の

採択を受けたところであり、現在、

農地の転用手続きを終え、実施設計

を行っており、本年12月末に貴協議

会へ進捗状況の説明を行う予定でご

ざいます。

　また臭気対策については、これま

で消臭剤の購入補助による支援から

令和7年度より市が消臭剤を購入配布

し、散布するよう指導したところで

ございます。

　まだ臭気の解消は完全ではござい

ませんが、本年度の苦情件数は以前

に比べ減少しており、引き続き、臭

気低減に向けて養豚事業者へ働きか

けるとともに、移転計画の実現に向

けて関係機関と取り組んでまいりま

す。

【継続要望】

32.山田原台地（養豚施設）【JA大分ひた梨選果場付近の養豚施

設】〈早急に〉

再三の改善要求をしているにもかかわらず、一向に改善効果が見ら

れない。改善に取り組んでいる経過報告もなく、県／市への不信感

と憤りでいっぱいである。

ブルーネットの設置が完了しているが、いまだ悪臭が漂う時間があ

る。根本的な解決策となっておらず、さらに対策を講じること。

三花地区振
興協議会
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

市民環境部

環境課
対応中

　悪臭防止策については、悪臭発生

源の事業者に西部地域畜産環境保全

推進指導協議会などの関係機関と共

に、臭気の抑制対策をお願いしてい

きます。

また、山田原の1つの養豚施設は移転

計画が進められているとのことであ

るため、計画の実現についても関係

機関と取り組んでまいります。

　悪臭防止策の一つとして規制地域

を市全域に拡大することについて

は、他市の事例を見ましても臭気問

題を解決させるまでには至っていな

い場合もありますことから、慎重な

対応が必要と考えており、引き続き

情報収集等を行いながら、より良い

対応を模索していきたいと考えてい

ます。

【継続要望】

32.山田原台地（養豚施設）【JA大分ひた梨選果場付近の養豚施

設】〈早急に〉

再三の改善要求をしているにもかかわらず、一向に改善効果が見ら

れない。改善に取り組んでいる経過報告もなく、県／市への不信感

と憤りでいっぱいである。

ブルーネットの設置が完了しているが、いまだ悪臭が漂う時間があ

る。根本的な解決策となっておらず、さらに対策を講じること。

三花地区振
興協議会

18/34



団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

【継続要望】

33.新清掃センターの建設について【財津町～清水町～天神町】

〈早急に〉

新清掃センター建設予定地は山田町であるが、三花地区に密接して

いる。

①狭隘な場所に建設されることによる煙突からの排ガスの影響

②年間40日に及ぶ底霧が与える排ガスの影響

③搬入車両の通行等の影響

④新たに生ゴミを焼却することによる新清掃センターの規模の変更

による環境への影響等により環境が損なわれないかと、住民は不安

に感じている。

新清掃センター建設に対して住民は不安な気持ちをもっているの

で、その不安を払拭するよう、丁寧な説明をお願いしたい。

また、ゴミ収集車両の搬入経路の分散をお願いしたい。

市民環境部

新清掃センター建

設室

一部対応完了

① ②　新清掃センターの煙突から排

出される排ガスは、周辺地域の生活

環境に影響が生じないよう、関係法

令に定められている基準値よりもは

るかに厳しい自主基準値を設けてお

り、令和3年度～令和４年度にかけ実

施した生活環境影響調査の結果で

は、周辺地域に影響がでるような大

気の濃度とはならないと予測されて

います。

　令和6年度においては、｢バイオマ

ス資源化センター」、｢地域資源リサ

イクルシステム｣及び｢新清掃セン

ター｣の一体的見直しに伴って、生活

環境影響調査の予測結果を更新し、

住民説明会において報告させていた

だいたところです。

③ 　新清掃センターの稼働を起因と

して交通量が増加し、安全対策等が

必要な場合は、関係機関と協議し適

切に対応させていただきます。

④ 　新清掃センターの稼働には、周

辺住民のご理解とご協力が重要であ

ると考えていますので、引き続き、

周辺住民の声に耳を傾け、疑問や不

安などを解消するための丁寧な説明

を続けてまいります。

　今後は、令和7年11月に設置した

新清掃センターの整備、施設稼働後

の運営維持管理に関して連絡調整等

を行う「新清掃センター連絡協議

会」においても、ご意見をお聞きし

ながら、聴取、ご報告等をさせてい

ただきます。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

35.秋原町坂の下から伏木町坂の辻　石坂石畳道【石坂石畳道】

〈早急に〉

平成8年文化庁「歴史の道」に選定され、併せて日田往還が全国

12ヶ所の一つとして歴史街道に選定された。（県内初）

翌年より地域で「日田往還石坂石畳道ウォーキング大会」を開催

し、今年で27回目を数える。毎年県内外より数百名の参加があり、

文化財の活用を率先してきた。他に類を見ない史跡である。

しかし、本年7月の豪雨の際には、法面の崩落等が発生している。

文化庁「歴史の道」、並びに日田往還が歴史街道に全国12ヶ所の一

つとして選定された折、委員より国指定史跡への助言があった。そ

の事務を具体的に取り組むよう強く要望する。

今まで数回要望を出してきて見送られたが、現在地域や参加者の機

運も高まっており、再度強く要望する。 文化スポーツ観光

部

文化財課

一部対応完了

　大分県指定史跡石坂石畳道の国指

史跡への取組については、これまで

の回答と同様に困難であると考えて

おります。

　しかし、石坂石畳道は江戸時代の

日田を語る上で重要な遺構であると

ともに、貴重な土木遺産でもあるこ

と、地元の方々によって大切に残さ

れてきたことや地域の方が取り組ま

れている「日田往還石坂石畳道ウ

オーキング大会」などについて、広

報ひた等を用いて発信し、多くの

方々に知っていただけるよう取り組

んでまいりたいと考えております。

　なお、令和6年7月の豪雨によって

崩落した箇所については、同年11月

に復旧を完了しています。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

36.花月コミュニティセンター指定管理委託料の増額について【花

月コミュニティセンター】〈早急に〉

平成27年4月日田市に提出し受理された旧花月小学校跡地活用計画

に基づき、平成30年4月開所以来、地域課題である高齢者対策、地

域振興に積極的に取り組み、他のコミュニティセンターと異なり、

高齢者対策等に実績をあげてきたところである。特に高齢者対策に

おいては、週1回のふれあい体操を中心に、健康寿命日本一をめざ

し火曜日、木曜日、土曜日の3回を自主トレーニングとして、地域

の協力により当番を設定し開所して、運営を進めてきた。体力町

（西部包括支援センター協力）の実施により大きな成果が具体的に

出てきたところである。

今後さらに介護支援・移動支援など高齢者対策に積極的に取り組ん

でいくには、運営にかかわる人件費相当分が不足し、事業活動の継

続が困難な状況である。

花月コミュニティセンターの指定管理委託料について、人件費相当

分の支援を要望する。

地域振興部

地域振興課

福祉保健部

長寿福祉課

対応完了

「天瀬憩の家」については、令和７

年度中に解体工事が終了する予定で

す。

また、天瀬憩の家を日常的に利用さ

れていた方が、引き続き今の施設と

同程度の料金で他の温泉施設を利用

することができる温泉施設利用事業

を令和６年８月より実施していま

す。

花月コミュニティセンターで健康体

操等を行う週一通いの場までの参加

者の移動支援が、令和７年４月より

花月地域まちづくり協議会が実施主

体となり始まっており、市では、花

月まちづくり協議会が行う住民同士

の支え合いの移動支援に対し、介護

保険制度による介護予防・生活支援

サービス事業補助金の交付により支

援を行っています。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

地域振興部
地域振興課 調査・協議中

花月コミュニティセンターについて

は多目的ホールも含めて公共施設等

総合管理計画第2期実施計画の策定を

している最中であり、多目的ホール

の方向性については施設の老朽化の

状況や使用状況等から総合的に判断

していきます。

総務企画部
防災・危機

管理課
対応完了

　花月コミュニティセンター多目
的ホールは、指定緊急避難場所・
指定避難所に指定しておりません
が、地元の自主避難所としての利
用を否定するものではございませ
ん。
　避難の際は、生命・身体の安全
のため、指定緊急避難場所・指定
避難所を含め、迅速な避難行動を
お願いします。

三花地区振
興協議会

【継続要望】

38.児童公園の設置【清水町】〈早急に〉

公園がないので道路等で遊んでいて大変危険である。

休耕田を借地公園として設置すること。 総務企画部

防災・危機

管理課

対応完了

　花月コミュニティセンター多目的

ホールは、指定緊急避難場所・指定

避難所に指定しておりませんが、地

元の自主避難所としての利用を否定

するものではございません。

　避難の際は、生命・身体の安全の

ため、指定緊急避難場所・指定避難

所を含め、迅速な避難行動をお願い

します。

37.花月コミュニティセンターにおける多目的ホールについて【花月コミュ

ニティセンター　多目的ホール】〈早急に〉

多目的ホール（旧花月小学校体育館）は、花月コミュニティセンターの運

営において利用者が最も多く最大の収入源となっている。

また、近年線状降水帯などの発生により、毎年のように災害が発生し避難

所が頻繁に開設されている。花月コミュニティセンターの本館はその機能

を備えてはいるが、受け入れ規模が小さいため、小野地区で発生したよう

な規模の事前避難時には対応できない。したがって今後、多目的ホールを

避難所として継続的に使用できるよう、秋原町自治会、市ノ瀬町自治会か

らの強い要望である。

花月コミュニティセンター　多目的ホールについて、公共施設管理計画に

おいた取り壊す対象から変更し「災害時の避難施設としての利用」とし、

取り壊さずに利活用する施設への変更を要望する。

三花地区振
興協議会
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

39.三和団地集会所トイレ内の改装【大字三和921-5三和団地集会

所】〈なるべく早く〉

現在、集会所内のトイレの排水設備が整っておらず、清掃時にトイ

レの床を水を流して洗うことができない。また、住民の高齢化が進

み、和式トイレが使いにくい。

トイレ内の排水設備設置。

トイレをバリアフリー化してもらいたい。

土木建築部

建築住宅課
対応中

　Ｄ棟の改修工事にあわせて対応す

ることとしています。

三花地区振
興協議会

40.三和団地集会所床の修理【三和団地集会所921-5】〈早急に〉

集会所の床が、老朽化により所々陥没してきている。

床が陥没しないよう、張り替えてもらいたい。
土木建築部

建築住宅課
対応完了

　部分的な補修は完了しています。

また、Ｄ棟の改修工事にあわせて、

トイレ、床の張替え、外壁等の改修

を行なうこととしています。

23/34



団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

【継続要望】

41.三花公民館を公民館機能とまちづくり機能を備えたコミュニ

ティセンターにする【日田市三花公民館内】〈早急に〉

三花地区においても独居や二人暮らしの高齢者が増加し、気兼ねな

く利用できる「有償ボランティア」の組織づくりが必要である。こ

の他にも市の施策を補助する住民自治組織も求められているが、そ

の組織づくりを担う人材がいないため、なかなか先に進められてい

ないのが現状である。

地域のまちづくり・振興を促進するために、モデル事業として、三

花公民館をコミュニティセンターとし、「有償ボランティア」や住

民自治組織の組織づくり、連絡調整を行うまちづくりを推進する職

員を三花公民館内に設置すること。

窓口の職員は再任用職員を活用するなどの方法も考えられる。

地域振興・発展が大いに期待できる。

教育庁

社会教育課

地域振興部

地域振興課

対応不可

地域の課題解決に向けた取組を行う

にあたっては、地域住民が主体と

なって考えていくことが重要と考え

ていることから、再任用職員等を地

区公民館に配置する考えはありませ

ん。

24/34



団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

【継続要望】

43.市道日ノ出藤山線【椋野畳店前の交差点】〈早急に〉

この交差点は済生会病院へ往来する車が多く、その上見通しも悪い

ため、車や通学生の事故が発生する危険がある。

横断歩道をゆあーじゅ側に設置すること。

市民環境部

市民課
対応不可

日田警察署に問い合わせを行い、要

望場所の交通状況等を確認してもら

いました結果

１、要望場所を横断する歩行者の数

は少なく、走行する車両も連続して

いないため、歩行者は、走行車両通

過後に安全に横断ができる点。

２、要望場所には歩道がなく、駐車

場の出入口に面しているため、横断

歩道を設置しても、安全に歩行者が

待機できる場所を確保することが困

難である点。

３、直近にバス停があり、新たに横

断歩道を設置することにより、停留

中のバスが妨げとなり、走行車両か

ら、横断歩道付近の視認性が低下し

交通事故の危険が高まる可能性があ

る点。

　以上の理由から、横断歩道を設置

することは困難ですが、今後はパト

カーの巡回等を行い、歩行者が事故

のない安全な横断ができるよう警ら

に努めていくとのことです。

　なお、日田警察署では、交通状況

に応じて協議の必要があれば応じる

ことも可能としていますので、その

際は申し出をお願いします。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

三花地区振
興協議会

【継続要望】

44.市道佐寺住吉線【坂本橋から清水町住吉地区に入る三叉路】

〈早急に〉

三差路交差点に設置されているカーブミラーは左側方向のみとなっ

ていて、右側からの通行が見えなく危険である。

両方向見えるように同じ支柱にカーブミラーを増設すること。

土木建築部

土木課
対応不可

　ご要望の箇所を再度調査した結

果、右側については交差角が広く見

通しも良いためカーブミラーの設置

は不要と判断します。

　交差点部においては、一旦停止を

行い左右確認の上、徐行で通行をお

願いします。

高瀬振興協
議会

「県道小畑日田線と中溝を結ぶ市道」（加藤エミ子さん宅から政次

シヅカさん宅）の道路を6メートルに拡張し、だれもが安心して従

来出来る利便性の高い道路にしていただきたい。

土木県都区部

土木課
対応中

ご要望の箇所については、令和7年度

より事業に着手しており令和8年度の

完成を目指しております。

天瀬振興協
議会

①市道苗代部線改良

市道苗代部線については、一部区間が急勾配及び急カーブ（S字）

であり、車の通行に支障をきたしている状況（災害時における避難

時でもあるが、速やかに避難することが困難）であるため、一部区

間の道路改良（急カーブの見通しを少しでも良くできないか。）を

要望するものです。 土木建築部

土木課
対応保留

　毎年、市道整備に関するご要望

は、各地区の振興協議会や自治会よ

り多く寄せられており、事業実施に

ついては、現地の状況や緊急性等を

考慮しながら順次対応を進めている

ところであり、早急な対応は難しい

状況です。ご要望区間の整備につい

ては、視距改良として部分的な改良

を検討していますので、事業実施の

見通しが立った際には改めてご報告

いたします。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

天瀬振興協
議会

②市道釣線道路については、一部区間において道幅が狭く離合が困

難であり道路沿いの小川からの越水による路肩崩壊があるため、車

や歩行者の通行に支障をきたしている状況です。区間の道路拡張と

ガードレール設置、隣接する下川橋の付け替えを行い、地域住民は

安全に生活できるように要望するものです。
土木建築部

土木課

天瀬振興局

調査・協議中

毎年、市道整備に関するご要望は、

各地区の振興協議会や自治会より多

く寄せられており、事業実施につい

ては、現地の状況や緊急性等を考慮

しながら順次対応を進めているとこ

ろであり、早急な対応は難しい状況

です。また、路肩崩壊箇所について

は、現地を確認し応急措置を実施し

ており、令和8年度に対策工事を実施

する予定です。

天瀬振興協
議会

③市道塚田2号線、県道天瀬阿蘇線への取付改良

市道の取付が県道の急カーブに取り付けられており、かつ坂道に

なっていることから非常に危険であります。高齢者が増加するな

か、カートの利用も増え、事故の起きる前に改良をしていただきた

く、市道の取付位置の変更を要望するものです。

土木建築部

土木課
対応保留

　ご要望の路線は、県道を含めて一

体的な整備が必要と考えられます。

大分県に伺いましたところ、現在、

県道天瀬阿蘇線（出口上袋工区）の

改良事業を進めており、事業進捗及

び管内他路線の優先度・緊急性等を

勘案しながら事業箇所を検討するこ

とから、要望箇所の一部改良を早期

に実施することは困難とのことでし

た。市といたしましては、事業実施

に向け、大分県と協議等を行いなが

ら、整備に向けた取り組みを進めた

いと考えておりますので、事業実施

の際は、関係者ならびに地域の方々

のご協力をよろしくお願いいたしま

す。
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団体名 要望事項 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

五和振興協
議会

１. 市道小畑線舗装及び側溝蓋の設置について（継続要望）

　市道小畑線の舗装改修（民地提供分）につきまして、順次実施し

ていただいておりますが、今後も継続して対応いただくよう、よろ

しくお願いいたします。

　併せて、市道小畑線の寺内地区との境までの水路に蓋がなく、落

下の危険がありますので、歩行者や通学する児童の通行の安全を考

慮していただき、側溝蓋の設置をお願いいたします。

土木建築部

土木課
調査・協議中

ご要望の件については、これまでと

同様に傷みの激しい箇所から順次対

応していきます。

　水路蓋設置については、農業用水

路として利用されているため、関係

者と協議を行い、実施可能な所から

順次進めていきます。

五和振興協
議会

２. 市道原日向線（原公民館周辺）の側溝整備について（継続要

望）

　原地区公民館から白岩神社方面の市道原日向線につきまして、水

路に蓋が設置されておらず開口部が広いことから、豪雨等による増

水時には、側溝に落ち流される危険性もあるので、早急な側溝整備

をお願いいたします。

土木建築部

土木課
調査・協議中

　ご要望の件については、毎年、各

地区より市道整備に関するご要望が

多く寄せられており、事業実施につ

いては、現地の状況や緊急性等を考

慮しながら、順次対応を進めている

ところです。

　現地確認等を行っており、事業化

に向けて進めていきますので、実施

の見通しが立った際はお知らせしま

す。

五和振興協
議会

３. 宮田川（石井町１丁目）の整備について（継続要望）

　宮田川につきましては、平成24年の豪雨災害で大きな被害を受け

て以降、一部区間の改修や堆積した土砂の撤去などの対応していた

だきましたが、出水時期になりますと沿川住民は、再度の被災を恐

れ不安な日々を過ごしている状況です。

　今年度、日田園横のボトルネック部分の拡張工事をしていただく

こと感謝申し上げます。

　しかしながら、宮田川橋より上流の整備が完了しないと安心でき

ません。宮田川橋上流部分の早期整備をお願いいたします。

土木建築部

土木課
対応中

　宮田川については、浸水被害の改

善対策として、平成28年度に一部改

修と堆積土砂の撤去を実施したとこ

ろです。

　令和6年度から一部区間の測量設計

を実施し、そのうち、老人ホーム横

を流れる河川において、一部区間の

線形改良を実施しております。ま

た、その他の対策として、令和9年度

頃の工事着手を目標に、ボトルネッ

クとなっている狭小箇所を解消する

改修工事の実施に向けた準備を進め

ております。
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令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

五和振興協
議会

４. 市道古々路線の整備について（継続要望）

　市道古々路線は、防火用水の取水管理に必要なだけでなく、林業

関係者の利用もありますことから、通行の安全を図るため並びに市

道管理の観点からも、早期に整備をお願いいたします。

土木建築部

土木課
対応中

　ご要望の路線について、道路通行

に支障がある箇所については、今後

もこれまでと同様に維持管理に努め

ていきます。

五和振興協
議会

５. 五和地区古墳群の整備について（継続要望）

　石井地区には装飾古墳としてガランドヤ古墳、穴観音古墳があり

ます。ガランドヤ古墳については、すでに史跡公園として整備さ

れ、供用開始されておりますが、穴観音古墳や他の遺跡について

は、寄り付きが悪く、見学等も難しい状況にあり、風雨等による被

害も見受けられます。経年劣化・損傷の著しい遺跡の早急な保存対

策を行うとともに、五和地域の貴重な古墳群の総括的な整備をお願

いいたします。

文化スポーツ観光

部

文化財課

一部対応完了

　五和地区の古墳群のうち、「ガラ

ンドヤ古墳」については、2号墳は整

備手法について調査を継続していま

す。

　また、国史跡「穴観音古墳」につ

いては、環境調査を継続して実施し

ています。

　五和地区の古墳群の総括的な整備

活用については、ガランドヤ古墳公

園ガイダンス棟などで穴観音古墳を

含めた古墳の周知を図っております

が、総合的な今後の活用については

地域の方と共に取組方法について検

討していきたいと考えています。
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令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

五和振興協
議会

1.市道の整備について

①市道西嶽線の黒木道信邸前30m程度は、側溝がないため常時水が

路面に流れ、路面舗装も激しく痛んでいるので、新規に側溝設置と

舗装補修工事をお願いします。【新規】

②市道西嶽線の県道から小園橋方面に下りていく谷側42m程度は、

仮設のロープが張っているのみで危険なため、新規にガードレール

の設置をお願いします。また、設置の際は、道幅が狭いため曲げ支

柱等での設置をご検討ください。【新規】

③市道五郎丸白岩線の五郎丸公民館横のゴミ集積場前は、路面が大

きく凹んでいるため、雨の日のゴミ出しの際に地域住民が困ってい

るので舗装補修工事をお願いします。【新規】

土木建築部

土木課
一部対応完了

①市道の側溝整備の要望について

は、各地区より多くの要望が寄せら

れており、事業の実施は交通の状況

や緊急性等を考慮しながら順次進め

ていきます。

　舗装補修については、補修工事が

完了しました。

②ガードレールの設置については、

幅員狭小部であるため設置の際は、

現地立会をお願いします。

③雨水対策についての検討を進めた

いと考えていますが、市内の補修箇

所も多いことから、早期での対応は

困難と考えています。ご理解をお願

いします。

高瀬振興協
議会

日田循環バス「ひたはしり号」Bコースの大宮町入り口から福田内

科クリニックまでのバスの延伸を要望します。

地域振興部

地域振興課
調査・協議中

令和７年度に策定中の「地域公共交

通利便増進実施計画」において、市

内循環バスひたはしり号の延伸を含

めた公共交通の再編と利便性向上に

ついて検討しております。
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令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

大鶴振興協
議会

2.排水対策について

①大鶴町中村公民館周辺は、大雨の時に山側からの水が大量に溢れ

周辺住宅、市道、JR線路跡地までの農地が浸水するので、早急に排

水対策をお願いします。【新規】 土木建築部

土木課
対応中

ご要望の箇所につきましては、今年

度、現地調査を行っているところで

す。

調査結果に基づき、今後の排水対策

に向けて検討していきたいと考えて

おります。

大鶴振興協
議会

3.防火水槽の整備について

①大肥本町五郎丸地区に、地下埋設タイプの防火水槽の設置をお願

いします。なお、設置場所は速やかに決定します。【新規】

総務企画部

防災・

危機管理課

調査・協議中

　現在、自治会長から「当初、設置

を予定していた候補地から別の場所

への設置を検討している」旨の報告

を受けています。

　今後、整備地域の選定に際して、

進捗状況を伺いながら、クレーン車

やダンプカー等の工事車両の進入が

可能かどうかの調査を行い、整備計

画への計上を検討します。

大鶴振興協
議会

4.旧大鶴駅周辺整備について

①令和4年10月に策定した「大肥の郷まちづくり将来ビジョン」に

基づき、旧大鶴駅周辺の活用方法について、地元自治会である大肥

本町自治会及び大肥の郷まちづくり会議並びに大鶴振興協議会にお

いて検討してきましたが、この度、鉄道が通っていた歴史を後世に

残しつつ、地域の販わいや交流拠点として、また、安心して暮らせ

る社会の実現に向けた防災拠点としての整備を市にお願いしたいと

いうことで決定しましたので、令和7年度事業として予算措置して

頂きますようお願いします。【新規】

地域振興部

地域振興課

土木建築部

都市整備課

対応中

　現在、公園整備事業を実施してお

り、早期完成へ向けて進めてまいり

ます。

　整備完了後の維持管理は、地元で

行うこととなりますので、お願いい

たします。
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令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

大鶴振興協
議会

5.福祉バス（大鶴線）の運行について

①現在、福祉バス（大鶴線）は、スクールバスの空き時間を利用し

て老人福祉センターまでの区間を一日一往復していますが、大鶴地

区には日田彦山線BRTひこぼしラインが運行しているため、福祉バ

スを市内まで運行するよりもBRTの駅が近くにない鶴城町、上宮

町、 鶴河内町、大鶴本町を低料金（無料～100円）で巡回運行し、

BRTの大鶴駅に直結するような運行に変更することで、住民の利便

性の向上、経済的負担の軽減が図られ、BRTの乗車率向上にも繋が

ると考えますのでご検討をお願いします。【新規】

地域振興部

地域振興課
調査・協議中

令和７年度に策定中の「地域公共交

通利便増進実施計画」において、乗

合デマンドタクシーの土日運行など

を含めた公共交通の再編と利便性向

上について検討しております。

東有田地区
振興協議会

【新規要望】

１．急傾斜地対策について

　上諸留町片峰地区の急傾斜地崩壊対策事業の実施

　当該地区は急峻の地形で山肌に岩が多数露出しており落石の危険

があるため、急傾斜地崩壊対策事業の実施をお願いするものです。

土木建築部

土木課
調査・協議中

　斜面の傾斜が30度以上かつ高さが

5メートル以上、保全対象となる人家

が1戸以上5戸未満などの採択条件を

満たした箇所であることは確認しま

した。

　今後、関係機関と協議していきま

す。
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令和6年度　要望及び回答一覧（振興協議会等）

東有田地区
振興協議会

【継続要望】

２．公共交通対策について

　東有田地区の抜本的な公共交通対策について

　東有田地区の高齢化率は他地区と同様に年々上昇しており、本年

３月末現在49.62％です。こうした中、地区の方々は、日々の買い

物や通院などに市福祉バスやデマンドタクシーを活用して外出して

いますが、福祉バスはそれぞれ1日1往復、デマンドタクシーも２～

3往復で終点は市役所及び総合運動公園までとなっており、利用す

る高齢者もタクシーからバス等への乗り換えが億劫になってきてい

ます。また、最近は土曜日に通院する方も増えており、土曜日はこ

れらの運行がないため不便をきたしています。このため、①市内循

環バスの池辺町までの延伸②月出町の福祉バスをデマンドタクシー

に変更③デマンドタクシーの終点を日田バスターミナルまで延伸④

土・日曜日におけるデマンドタクシーの運行、以上の４点を東有田

地区としてお願いするものです。

地域振興部

地域振興課
調査・協議中

令和７年度に策定中の「地域公共交

通利便増進実施計画」において、市

内循環バスひたはしり号の延伸や乗

合デマンドタクシーの新規導入、土

日運行などを含めた公共交通の再編

と利便性向上について検討しており

ます。

東有田地区
振興協議会

【新規要望】

3．東有田公民館について

　東有田公民館の早期設置について

　東有田公民館は昭和５４年に建設され４５年が経過し、躯体の老

朽化や旧耐震基準での建築であること、設備の不具合、また、バリ

アフリーやユニバーサルデザインへの対応など多くの課題を抱えて

おり、地区住民は新たな公民館の早期設置を望んでいるところで

す。

　このため、新たな公民館を設置するにあたっては、地元の意見や

要望を十分に取り入れ、新東有田公民館の設置・計画を進めていた

だきたい。

教育庁

社会教育課
対応中

東有田公民館の整備については、公

民館整備検討委員会で、東有田中学

校と複合化する案が了承され、新た

に整備委員会を設置し、具体的な整

備内容について検討してもらう段階

にきています。

今後も住民の皆様や学校関係者のご

意見を伺いながら、公民館整備を進

めるよう努めてまいります。
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東有田地区
振興協議会

【継続要望】

4．市道の整備について

　市道日向野大石峠線の改良促進

　当該市道は、毎年度改良工事が実施されておりますが、道路勾配

が急で積雪時等は事故の発生も危惧されます。つきましては、今後

はより一層、着実な事業の実施と改良促進、早期完成をお願いしま

す。

土木建築部

土木課
対応中

　ご要望の件については、早期の事

業完了を目指した取組を進めていき

ますので、ご理解ご協力をよろしく

お願いします。

　引き続き令和７年度においても工

事実施中であります。
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